
令和2年7月豪雨（とくに球磨川で甚大な被害，熊本県で死者65名）

令和元年10月台風19号（関東東北豪雨），河川氾濫の多発
（国管理７河川１２カ所，県管理１２８か所で堤防決壊）

平成30年：平成30年7月西日本豪雨災害
（平成最悪の水害，大規模で広域，死者221名，行方不明9名）

平成29年：平成29年7月九州北部豪雨（中山間地域の河川，洪水と土砂，流木の氾濫）

平成28年：北海道・東北豪雨
（迷走台風，東北地方の太平洋側から台風上陸，北海道で1週間で3個の台風上陸）

平成27年：関東・東北豪雨（鬼怒川の決壊）

平成26年：広島土砂災害（広島市安佐南，安佐北区）
平成25年：由良川，桂川の水害，加古川，福知山の水害
平成24年：九州北部豪雨災害（熊本県，阿蘇，白川水系），
（矢部川の越水なき破堤，筑後川，花月川など）
平成23年：紀伊半島水害（初の大雨特別警報），新潟・福島豪雨

頻発する豪雨による河川災害の現状と課題 群馬大学院理工学府 清水義彦

金融庁・火災保険水災料率に関する有識者懇談会第1回
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内閣府（令和元年台風19号に係る被害状況等について
令和元年11月14日5:30現在）

大河川の越水・破堤×
×

中小河川の越水・破堤
×
× ×

×

×

× 本川流域

国管理７河川１２カ所，
県管理１２８か所で堤防決壊
（11/9国交省資料）

令和元年東日本台風（台風第19号）
2019/10/10～10/13

✔ ✔
✔

✔
✔
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観測史上1位の更新地点数
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北陸新幹線水没に象徴されるように
交通インフラ基盤の被害が目立つ

（資料提供：東京理科大・二瓶泰雄教授）

令和元年台風19号による千曲川の破堤

越水開始：10/13 1時
決壊開始 4時

決壊地点付近の家屋2階から撮影（住民提供）
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千曲川

長野盆地と立ヶ花の狭窄部
（狭窄部上流で水位上昇のリスク）

堤防の決壊

×



関東地方整備局資料より

関東地方の国管理河川の破堤箇所
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×

令和元年東日本台風（台風第19号）

千曲川



A

B

C

都幾川

越辺川

九十九川

越辺川
飯盛川

×

×
×

荒川水系入間川の堤防決壊 A

B

C

簡単のためピーク流量による定常計算，
ハイドロや水門操作はなし

令和元年10月台風19号
（関東東北豪雨）

圏央道

関越道

埼玉県坂戸市

東松山市
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氾濫シミュレーション（計画規模）

令和元年東日本台風（台風第19号）



堤防決壊地点上流の天端

A

A

栃木県
佐野市 秋山川

中小河川の氾濫事例 栃木県秋山川

令和元年10月台風19号

BB
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堤防を越流

破堤口付近



7

令和元年東日本台風（台風第19号）



渡良瀬川

秋山川

×A
（栃木県秋山川の氾濫）

国道50号線

東武佐野線
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国管理区間

国管理区間

県管理区間



（土木学会水工学委員会台風19号調査団 三井共同建設コンサルタント 阿部紫織氏作成）

●

●

利根川上流域（八斗島上流）ではカスリーン台風
(1947)による降雨規模(308.6mm)と同程度

利根川流域の累積雨量

試験湛水中の八ッ場ダムが洪水で満杯に
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令和元年東日本台風（台風第19号）



令和元年台風19号では，大きな治水投資をしてきた利根川でも深刻な状態
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川俣

栗橋



基本高水

時間

計画高水

洪水流量

計画降雨

例えば200年確率降雨

流域

。

。

。

●

計画の基準点

ダムダム

遊水地
調節池

流域

河川整備基本方針
・長期的な河川整備の最終目標
・基本高水
・河道と洪水調節施設への配分から
計画高水流量，計画高水位の設定

地域の重要性
（社会的経済的重要性，将来の土地利用
想定される被害の程度など）

河川の重要度
（洪水の年超過確率）
A級 1/200以上
B級 1/100-1/200
C級 1/50-1/100など

計画降雨

A級なら200年確率降雨
（利根川，荒川，木曽川，淀川など）

11計画高水



堤防が完成していても流下能力が不足していれば堤防から水は溢れる

第2回千曲川堤防調査委員会資料(20191113)より
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令和元年東日本台風（台風第19号）
における千曲川の破堤箇所（越水破堤）



台風19号による堤防決壊の主要因 台風19号による国管理・県管理河川の越水箇所におけ
る決壊状況

（国交省・令和元年台風第１９号の被災を踏まえた河川堤防に関する技術検討会資料より）
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河川整備基本方針
・長期的な河川整備の最終目標

（1/200,1/100・・）
・期間が決まっていない

河川整備計画
・中期的な（20～30年程度）整備目標

（概ね1/30～1/50程度）

・河川整備の実施事項（投資計画）

（資料：国交省等における水災害対策の取組状況，令和元年11月22日）

基準点のみでの目標治水安全度であり，
上流，支川の安全度は低いものに留まっているのが現状

現況の治水安全度はさらに低いものがある
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平成26年度新規事業採択時評価（事業期間H26-H40,約280億円）

平成30年7月豪雨による高梁川水系小田川の破堤災害

整備計画ができていれば被害防止ができた可能性

（国交省資料）

15
真備緊急治水対策プロジェクト 2018年度～2023年度（約500億円）が進行中



資料：国交省下水道部，気候変動を踏まえた都市浸水対策に関する検討会

多摩川

都市部における浸水被害
（令和元年台風第19号）

台風第19号では，広範囲で内水氾濫等が発生．
多摩川沿いのJR武蔵小杉駅前では広範囲で浸水
が発生した．
また，浸水区域内のタワーマンションの一部で
は，電源設備が浸水したことにより一週間以上
電気や水道が途絶え，施設等の耐水化が課題と
なった．
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内水と外水

(浦安市内水ハザードマップQ＆Aより）



災害危険区域の設定

地方公共団体は，津波，高潮，出
水等による危険の著しい区域を災
害危険区域として条例で指定し，
住居の用に供する建築の禁止等，
建築物の建築に関する制限で災害
防止上必要なものを当該条例で定
めることができる．

・建築基準法第39条
・地方公共団体が条例で指定
（既存建築物の存続自体を禁ずる
ものでなない）

宮崎市災害危険区域内における
住宅改築等事業補助金を設定

宮崎市ハザードマップより

資料：平成17年台風14号災害の概要
（宮崎市総務部危機管理室）

資料：国交省（まちづくりと連携した水災害対策について）
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洪水生起確率1/100→1/50

1/501/30

想定被害大
●

●

1/20
● ●

●

気候変動後

気候変動前

洪水の生起確率（規模）

1/100

気候変動による治水体力の低下

（国交省・気候変動を踏まえた治水計画に
係る技術検討会資料より）
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土地利用の面からは，国土面積の10%に相当する沖積平野の想定氾濫区域内に人口の50%，総資産の
75%が集中し，洪水氾濫災害に対する被害ポテンシャルが大きい．

関東平野利根川

⻤怒川

荒川

多摩川

渡良瀬川

江⼾川

低平地に集積する市街地
主要な水害における被害額

（国交省資料）
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①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少させるための対策、③被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める

「流域治水」の施策について
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治水施設による浸水被害を防ぐ防災と，浸水を想定しても被害軽減を図る減災の両立
（方式転換ではないこと，川と流域（氾濫原）の治水）

（国交省資料）


